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 事業を進める際は、以下の制度等により透明性確保や環境配慮等に努めます。 

 

（１）公共事業評価制度 

 事業の各段階において、公共事業

評価制度に則り事業を進め、一層の

効率化、重点化、及び透明性向上を

目指します。 
 

 

 

 

 

（２）環境配慮制度等 

 事業の実施にあたっては、環境ア

セスメント制度及び公共事業等環境

配慮制度等をふまえ、環境や景観に

配慮した事業を推進します。 
 

 

 

 

（３）地域戦略推進型公共事業（地域の課題を「連携と協働」で解決する「新たな公共事業の展開」） 

 地域のビジョンの実現、課題の解

決に向けて、地域と連携・協働しな

から、戦略的に社会資本整備を進め

る「地域戦略推進型公共事業」の取

組を、平成 28 年度から本格的に実

施しています。 
 この取組では、建設部所管の公共

事業のみでなく、部局横断的に各部

局の支援策も併せてパッケージ化し、

重点的かつ効果的に実施します。 
【事業例】 
・観光地の歩道グレードアッププラン 
・諏訪湖を活かしたまちづくり など 

  

事業の進め方について 

 

  
 
 
 
 

 環境アセスメント制度 
環 境 影 響 評 価 法・ 

長野県環境影響評価条例 

県 の  事 業 県 以 外 の 事 業 

事業の種類 

事
業
規
模 

小 

 

 

環境配慮制度 

 

大 

参 考 

個別課題対応型（継続）

・護岸がなく大雨のときに不安
・道路が狭く車がすれ違いできない
・家の裏の斜面が崩れて心配 など
（インフラの不備や不足）

地域の要望

地域戦略推進型

地域が抱える具体的な課題やビジョン
（例）地域の観光地を

もっと売り出したい

地域・市町村のニーズ
点

面

要望の解決策は、
当該箇所の改良実施など明確

建設事務所等

個別事業により対応
河川、道路、砂防事業など

上流からのアプローチ（地域ニーズの把握）

建設事務所等

地域課題検討・解決の場

地域のビジョン・戦略実現にむけ、
解決策を地域や市町村と一緒に検討
地域住民、市町村、民間事業者、県現地機関等
（地域振興局、保健福祉事務所、建設事務所等）

支援策の
パッケージ化

県施策
公共事業

ソフト施策等
地域・市町村
の取組

ストック効果の発現

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
業
の
流
れ 

公
共
事
業
評
価 

意見 意見 

継続評価 

意見 

「Ａ」改善・見直し（同種事業の計画策定・調査へ反映） 

再評価 新規評価 

事業

着手 

「Ｐ」計画策定 「Ｄ」事業実施 「Ｃ」点検・評価 

（毎年度全事業） 

計画

調査 

長野県公共事業評価監視委員会（学識経験者等により構成） 

事業

完了 
維持

管理 
改築

更新 

H25 から 
実施 

H26 から 
実施 

事後評価 
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（１）調 査 地 域：長野県全域 

（２）調査対象者：県政モニター（県内在住の 18歳以上の男女）1,230 人 

（３）調 査 方 法：郵送又はインターネット 

（４）調 査 期 間：平成 29年 5月 30 日（火）～平成 29年 6月 12日（月） 

（５）回 収 数：９９２人 （回収率 ８０．７％） 

 

  

 
 

 
 

  

【男女別・年代別】

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 不明

8 48 97 153 208 301 170 7

0.8% 4.8% 9.8% 15.4% 21.0% 30.3% 17.1% 0.7%

4 20 34 70 104 169 100 0

0.4% 2.0% 3.4% 7.1% 10.5% 17.0% 10.1% -

4 28 63 83 104 132 70 0

0.4% 2.8% 6.4% 8.4% 10.5% 13.3% 7.1% -

- - - - - - - 7

- - - - - - - 0.7%
不明

7

0.7%

※　割合(%)はすべて、回答総数(n=992)に対する割合

男性
501

50.5%

女性
484

48.8%

　　　（上段 回答者数：下段 割合）

総数

総数
992

100.0%

【地域別】

佐久

94

9.5%

上小

109

11.0%

諏訪

103

10.4%

上伊那

64

6.5%

飯伊

53

5.3%

木曽

6

0.6%

松本

200

20.2%

大北

26

2.6%

長野

288

29.0%

北信

42

4.2%

不明

7

0.7%

合計

992

100.0%

人数（名）

（割合）
回答者数

居住市町村周辺n= 992

長野県全体n= 992 回答数（人） 割合 回答数（人） 割合

満足している 46 4.6% 26 2.6%

ある程度満足している 388 39.1% 330 33.3%

どちらともいえない 164 16.5% 311 31.4%

あまり満足していない 266 26.8% 228 23.0%

満足していない 121 12.2% 77 7.8%

無回答 7 0.7% 20 2.0%

居住市町村周辺
n=992

長野県全体
n=992

現在の道路整備状況について満足していますか。（○はそれぞれ１つ）

n= 992 回答数（人） 割合

通勤や買い物などの生活道路 667 67.2% (63.4%) 3.8pt

いくつかの市町村を結ぶ幹線道路 466 47.0% (54.6%) -7.6pt

市街地の道路 339 34.2% (31.0%) 3.2pt

山間地の道路 298 30.0% (29.0%) 1.0pt

観光地に通じる道路 202 20.4% (27.9%) -7.5pt

隣の県へ通じる主要な道路（高速道路は除く） 164 16.5% (20.7%) -4.2pt

高速道路 115 11.6% (6.6%) 5.0pt

整備の必要はない 13 1.3% (1.2%) 0.1pt

わからない 17 1.7% (8.2%) -6.5pt

その他 80 8.1% (3.2%) 4.9pt

無回答 5 0.5% (0.7%) -0.2pt

今後どのような道路を優先して整備すべきだと思いますか。（○は３つまで）

Ｈ29調査 【参考】
Ｈ25調査

割合

増減
Ｈ29-Ｈ25

アンケート 調査結果の概要 参 考 
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n= 992 回答数（人） 割合

歩道の設置、拡幅、段差・傾きの解消 863 87.0% (63.0%) 24.0pt

自転車と歩行者の通行空間の分離 618 62.3% (54.8%) 7.5pt

高齢者や車いす使用者などが快適に移動できる 446 45.0% (38.5%) 6.5pt

バリアフリー経路の案内 0.0pt

ベンチを設置するなど休憩のできる歩道の整備 330 33.3% (20.6%) 12.7pt

違法に設置された看板や
放置自転車の撤去 262 26.4% (25.0%) 1.4pt

電線類の地中化、電柱の撤去 247 24.9% (25.9%) -1.0pt

特にない 14 1.4% (4.5%) -3.1pt

わからない 7 0.7% (0.8%) -0.1pt

その他 32 3.2% (1.8%) 1.4pt

無回答 6 0.6%

Ｈ29調査（長野県） 【参考*】
Ｈ28全国
調査割合

差異
長野県-全国

高齢歩行者などに対する配慮として、歩行者の立場からどのような道路整備が必要だと思いますか。（○
はいくつでも）

n= 992 回答数（人） 割合

歩行者や自転車が気軽に散策を楽しめる道路の整備 507 51.1% (38.9%) 12.2pt

周辺の市町村への通勤を容易にする幹線道路の整備 470 47.4% (29.8%) 17.6pt

大きな病院や商業施設などへ行きやすくする道路の整備 393 39.6% (39.2%) 0.4pt

観光資源となるような美しい景観の道路の整備 303 30.5% (19.0%) 11.5pt

バス同士やバスと鉄道などとの乗り換えがしやすい 257 25.9% (26.0%) -0.1pt

ターミナルや駅などの拠点の整備 0.0pt

野菜や魚介類などの生産地から消費地への 226 22.8% (18.2%) 4.6pt

迅速な輸送を可能にするための幹線道路の整備 0.0pt

高速道路のサービスエリア(SA)・パーキングエリア(PA)や 204 20.6% (12.6%) 8.0pt

道の駅を活用した地域拠点の整備 0.0pt

観光地へ行きやすくする道路の整備 188 19.0% (17.2%) 1.8pt

工場建設などの民間の投資と連携した高速道路の 178 17.9% (17.9%) 0.0pt

インターチェンジ(IC)や空港などへのアクセス道路の整備 0.0pt

特にない 31 3.1% (10.0%) -6.9pt

わからない 10 1.0% (3.3%) -2.3pt

その他 58 5.8% (0.6%) 5.2pt

無回答 7 0.7%

お住まいの地域が活性化するために、道路整備の面からどのような対策が必要だと思いますか。（○は
いくつでも）

Ｈ29調査（長野県） 【参考*】
Ｈ28全国
調査割合

差異
長野県-全国

n= 992 回答数（人） 割合

不安がある 294 29.6% (26.1%) 3.5pt

やや不安がある 353 35.6% (27.7%) 7.9pt

あまり不安はない 265 26.7% (24.7%) 2.0pt

不安はない 59 5.9% (20.8%) -14.9pt

わからない 15 1.5% (0.7%) 0.8pt

無回答 6 0.6% 0.0%

＊：「道路に関する世論調査：H28.7調査」（内閣府http://survey.gov-online.go.jp/index.html）を加工して作成

大地震や大雨などによる災害が発生した場合、お住まいの近くにある道路について崩落や浸水による道
路網分断等の不安を感じますか。（○は１つ）

Ｈ29調査（長野県） 【参考*】
Ｈ28全国
調査割合

差異
長野県-全国
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 策定にあたり、県民の幅広い意見を取り入れることを目的に、県内 10広域毎に意見交換会や意見募

集を実施しました。（下表参照：実施期日は全て平成 29年） 

 

▶ テーマ：地域の現状・課題や将来像、道路行政に望むことなど 

 

 

▶ 特に多かったご意見  

○主要道路 ・広域内外を結ぶ幹線道路（国県道）の整備が必要 

 ・渋滞の解消が必要 

○防災 ・災害時も通行できる道路整備が必要 

 ・災害時の避難・医療や災害対応のための道路整備が必要 

○安全安心 ・歩道整備やゾーン 30など安心して歩ける対策が必要 

 ・誰もが（車や人等）安全で快適な道路整備が必要 

○維持管理 ・維持管理を充実させるべき 

 ・安全・安心に生活できる除雪体制の確立が必要 

 ・除草や樹木等の管理充実 

○観光 ・観光地アクセス道路や周遊道路網整備が必要 

＜佐久地域での開催状況＞ 

  

地域
建設

事務所
一般*

（自由参加）

参加
人数

行政
参加
人数

意見
募集

計

佐久 佐久 6月13日(火) 15名 6月9日(金) 17名 15名 47名

上小 上田 6月1日(木) 6名 5月30日(火) 8名 1名 15名

諏訪 諏訪 6月14日(水) 8名 6月14日(水) 19名 2名 29名

上伊那 伊那 6月12日(月) 25名 5月24日(水) 3名 14名 42名

飯伊 飯田 6月9日(金) 11名 6月1日(木) 19名 1名 31名

木曽 木曽 6月5日(月) 6名 5月18日(木) 16名 6名 28名

松本 7名

安曇野 5名

大北 大町 6月9日(金) 10名 6月8日(木) 11名 5名 26名

千曲

須坂

長野

北信 北信 6月16日(金) 16名 6月16日(金) 16名 3名 35名

計75名

＊一般:県民、観光協会、JA、学校関係、アダプト・商工・バス・タクシー・医療・福祉関係者など

松本 6月12日(月) 2名 6月6日(火) 13名 27名

長野 6月12日(月) 6名 6月12日(月) 1名 16名 23名

計10地域
計105名 計123名

303名
計303名

意見交換会 実施結果の概要 参 考 
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(1) 募集期間：平成 29年 12月 4日(月) から 平成 30年 1月 4日(木)まで 

 

(2) 募集方法：自由記述形式により、郵送・ファクシミリ・電子メールにて募集 

 

(3) 意見数：42 件（12名） 

 

(4) 分野別の意見数と主なご意見（要旨） 

 

□策定目的：１件 

▶ 本ビジョンで方向性を定めたのちの活用方法を示すべき 

 

□道路を取り巻く現状と課題：１件 

 

□基本方針：６件 

▶ 産業・観光・生活の各道路は性格が違い、位置づけも変えてはどうか 

▶ 災害時に、道は人助けの道となる 

▶ 自然環境などの強みを観光にいかしていくべき など 

 

□重点分野Ⅰ「持続可能で快適な暮らしを支えるみちづくり」：12件 

▶ 「小さな拠点」に関する観点が不足している 

▶ 医療施設へのアクセスには通院と救急搬送を分けて考えるべきである  

▶ 交通弱者に対する支援の観点が弱いのではないか 

▶ 危険箇所への対策やユニバーサルデザイン化は重要である 

▶ 車以外の利用も重視すべきである など 

 

□重点分野Ⅱ「県土の強靭化を担うみちづくり」：０件 

 

□重点分野Ⅲ「観光や産業を進めるみちづくり」：10 件 

▶ 県内の地域間を結ぶネットワークの観点が不足している 

▶ 県外からのアクセス向上も図るべき 

▶ 自動車以外の観光客移動の利便性向上を明確にすべき 

▶ 道の駅のトイレはなるべくキレイにしてもらいたい 

▶ 眺望の良い箇所において、駐車スペース等があるとよい など 

 

□アンケート調査結果へのご意見：１件 

 

□全般的なご意見：６件 

▶ 高速道路等を活かす観点が不足している 

▶ 道路を整備することによる、地域商圏等への影響も考慮すべき など 

 

□個別事業に関するご意見：５件  

県民意見公募（パブリックコメント）実施結果の概要 参 考 
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（「しあわせ信州創造プラン 2.0 ～学びと自治の力で拓く新時代～」をもとに作成） 

  

□平昌ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ □長野ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ20周年

□国民健康保険の財政運営の責任主体が市町村 □長野県立大学 開校

　 から県へ移管

□ﾄﾞﾛｰﾝによる荷物配送が山間部で実施 □全国高等学校総合文化祭

□平成から改元 □全国都市緑化フェア

□ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ日本大会

□消費税引き上げ（８％→10％）

□G20が日本で開催

□英国がＥＵ離脱？

□県立武道館 開館

□東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

□信濃美術館 新本館 開館

□善光寺御開帳

□諏訪大社御柱祭

□北陸新幹線（金沢～敦賀）開業

□世界人口が80億人に（←74.3億人（2016年）） □河北省友好提携40周年

□長野県発足150周年

□リニア中央新幹線（東京～名古屋）開業

□善光寺御開帳

□国民体育大会（冬季・本大会）

□全国障害者スポーツ大会

□諏訪大社御柱祭

□訪日外国人旅行客6,000万人に

暦年 国内外の動き 長　野　県

…

□無人自動走行による移動ｻｰﾋﾞｽが実現

□訪日外国人旅行客4,000万人に
（←2,400万人（2016年））

□大学入試改革

□ﾄﾞﾛｰﾝによる荷物配送が都市部でも本格化
　（20年代に）

□中国の実質ＧＤＰが米国抜き世界１位に

□日本の名目ＧＤＰが600兆円に

□北京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

□団塊の世代のすべてが75歳以上に

□男性の厚生年金受給開始年齢が
　全面的に65歳以上に

□完全自動運転の実現

□ｱｼﾞｱ競技大会が愛知県・名古屋市で開催

□電源構成における再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
　 22～24％に　（←11％（2013年））

・
・
・
・
・
・
・
・

□中部横断自動車道
（佐久南～八千穂高原）開通

□団塊の世代のすべてが80歳以上に

□女性の厚生年金受給開始年齢が
　全面的に65歳以上に

□自動車の５台に１台が自動運転車に

労
働
人
口
の
約

％
が
Ａ
Ｉ
（人
工
知
能
）や
ロ
ボ
ッ
ト
等
で
代
替
可
能
と
の
予
測

世界人口

億人

（ 年）

億人

（ 年）

210万人

203万人

【人口】 【高齢化】 【少子化】

192万人

合計特殊
出生率

1.59

（2035年）

2.07
（人口置換水準）

高齢化率 歳以上
人口

ﾋﾟｰｸ

63万人30.1％

33.3％ 64万人

【平均寿命】

男性
81.34歳
女性
87.64歳

1.84
（県民希望

出生率）

男性

81.89歳
女性

88.21歳

（2065年）

男性

84.95歳
女性

91.35歳

（2060年）

161万人 36.2％

65万人

男性

82.39歳
女性

88.72歳

（2045年）

男性
80.75歳
女性
86.99歳

ﾋﾟｰｸ

31.9％

（2016年）（2015年） （2015年） （2015年） （2015年）

（全国）

信
州
み
ち
ビ
ジ
ョ
ン

これからの長野県（簡易年表） 参 考 
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出典：「長野県新総合交通ビジョン」（2013 年 3 月）をもとに 2018 年 4 月時点に更新 

  

長野県の交通ネットワーク図 参 考 

※路線のルートや具体的な位置などを規定するものではありません 

※地域高規格道路は長野県に関するもののみを表示しています 
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（2018年3月現在）

№ 計画等の名称 策定年度*

(西暦)

1 長野県総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0） 2017 企画振興部 総合政策課

2 長野県新総合交通ビジョン 2012 企画振興部 交通政策課

3 長野県緊急輸送道路ネットワーク計画 1996 建設部 道路管理課

4 緊急合同点検を踏まえた通学路安全対策 2012 建設部 道路管理課

5 長野県道路の長寿命化修繕計画 2013 建設部 道路管理課

（橋梁、舗装、トンネル、ロックシェッド・スノーシェッド、吹付法面、

　横断歩道橋、大型道路標識、大規模道路施設が対象）
建設部 道路管理課

6 無電柱化推進計画 2014 建設部 道路管理課

7 歩こう！走ろう！観光地の歩道グレードアッププラン 2015 建設部 道路管理課

8 諏訪湖周サイクリングロード基本計画 2016 建設部 道路管理課

9 長野県広域道路整備基本計画 1993 建設部 道路建設課

10 道路（イライラ箇所・ハラハラ箇所）見える化計画 2006 建設部 道路建設課

11
リニアを活かした交流圏拡大道路整備
（リニア関連道路整備）

2014 建設部 道路建設課

12 南信地域広域道路ネットワーク計画 2014 建設部 道路建設課

13 公共事業景観育成指針 1992 建設部 都市・まちづくり課

14 公共案内標識整備指針 2014 建設部 都市・まちづくり課

15 長野県都市計画ビジョン
2018
(予定）

建設部 都市・まちづくり課

16 長野県リニア活用基本構想 2014 建設部 リニア整備推進局

1 インフラ長寿命化基本計画 2014 国土交通省 総合政策局

2 社会資本整備重点計画 2015 国土交通省 総合政策局

3 国土のグランドデザイン2050 2014 国土交通省 国土政策局

4 国土形成計画（「広域地方計画」含む） 2015 国土交通省 国土政策局

*：改定があった際は、最新版の策定年度とする

①　長野県が策定した計画等

②　国が策定した主な計画等

主な担当部局

道路関連の主な計画等 参 考 
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信州みちビジョン検討委員会 委員等     （敬称略、委員名は五十音順） 
 

 
 
  

所属・役職 氏名 備考 

委
員
（
９
名
） 

長野県市長会  

危機管理建設部会長（飯山市長） 
足立 正則  

一般社団法人 長野県商工会議所連合会  

事務局長 
柄澤 洋子  

公益社団法人 長野県バス協会  

専務理事 
倉島 義和  

株式会社 JTB 総合研究所  

主任研究員 
河野 まゆ子  

信州大学 工学部 水環境・土木工学科  

准教授 
高瀬 達夫 委員長 

佐久女性みちの会  

会長 
中村 美登里  

長野県町村会  

建設部会長（生坂村長） 
藤澤 泰彦  

一般財団法人 長野経済研究所  

常務理事 事務局長 
三井 哲  

信州大学 経法学部 応用経済学科  

准教授 
武者 忠彦 

委員長職務 

代理者 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
７
名
） 

国土交通省 関東地方整備局  

長野国道事務所長 
吉見 精太郎  

国土交通省 中部地方整備局  

飯田国道事務所長 
中平 浩文  

東日本高速道路 株式会社 関東支社  

長野管理事務所長 
志農 和啓  

中日本高速道路 株式会社 八王子支社  

松本保全・サービスセンター所長 
築山 有二  

長野県道路公社  

理事長 
新家 智裕  

長野県警察本部交通部  

交通規制課長 
辰野 学  

長野県企画振興部  

交通政策課長 
玉井 直  

事
務
局 

長野県建設部 

道路管理課長 下里 巌  

道路建設課長 臼田 敦  

都市・まちづくり課長 藤池 弘  


